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　今年も正月の７日、厄年76名のみなさんが金屋神明宮で身を清め、
「厄除け祈祷祭」を行った後、庄川の河畔に出て神前に供えられた
鯉にお神酒を与え、身の厄を鯉に託して庄川に放流しました。�
　古くから庄川に住む鯉を「神の化身・庄川の主」という言い伝え
があり、鯉は人々の「わざわい」の身代わりになってくれるといわ
れ、「厄払い鯉の放流」として今に受け継がれています。�
　この行事は、およそ200年の伝統があると言われています。�

厄払い鯉の放流が行われました�



所得税・住民税の申告は�

�
までです�

月日�

2/16�

2/19�

2/20�

2/21�

2/22�

2/23�

2/26�

2/27�

2/28�

3/1

申告会場�

農村環境改善サブセンター�

雄神集会センター２階�

〃�

種田コミュニティセンター�

〃�

〃�

〃�

農村環境改善センター２階�

〃�

〃�

地区名�

東　部�

雄　神�

〃�

種　田�

〃�

〃�

〃�

青　島�

〃�

〃�

行政区�

14、15区�

28、30区�

30、31区�

33区�

34区�

35区�

36区�

20、21区�

22区�

38区�

月日�

3/2�

3/5�

3/6�

3/7�

3/8�

3/9�

3/12�

3/13�

3/14�

3/15

申告会場�

農村環境改善センター２階�

〃�

〃�

農村環境改善センター２階�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

地区名�

青　島�

〃�

〃�

東山見�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

予備日�

行政区�

24区�

25区�

26区�

1、2、3区�

4、5区�

6、7区�

　10区�

11区�

　19区�

小牧、�

23、27、�

8、9、�

前山、�

農村環境改善センターの受付時間は、午前９時から12時、午後１時から４時まで。その他の申告会場の受付時間は、午前９時から12時、午後１時から３時まで。�

2H13年／2月号�

　
町
で
は
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る

時
の
所
得
計
算
や
申
告
書
の
書
き

方
な
ど
に
つ
い
て
申
告
相
談
を
行

い
ま
す
。�

　
な
お
、
期
間
中
は
会
場
が
混
雑

し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
指
定
さ

れ
た
日
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

　
所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
申
告
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合

は
、
税
務
署
の
調
査
に
よ
り
加
算

税
・
延
滞
税
と
い
っ
た
余
分
な
負

担
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
適
正
な
申
告
に
努
め
ま

し
ょ
う
。�

☆
申
告
相
談
に
は
次
の
も
の

を
お
忘
れ
な
く
！�

○
所
得
計
算
に
必
要
な
帳
簿
書
類�

○
同
封
の
申
告
用
紙�

○
印
鑑
（
認
印
で
結
構
で
す
）�

○
源
泉
徴
収
票�

○
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の

支
払
証
明
書�

○
医
療
費
の
領
収
書�

○
身
体
障
害
者
手
帳�

○
大
農
具
販
売
証
明
書�

　

（
農
協
以
外
で
購
入
さ
れ
た
方
）�

○
金
融
機
関
の
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
預
金
通
帳
な
ど
）�

○
そ
の
他
各
控
除
の
証
明
書�

�

※
源
泉
徴
収
票
は
、
金
額
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ピ
ー
さ
れ
た

も
の
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。�

�

☆
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
次
の
と
お
り

で
す�

○
事
業
（
営
業
、
左
官
、
大
工
、
農

業
、内
職
な
ど
）を
し
て
い
る
方�

○
不
動
産
収
入
（
地
代
、
家
賃
、

貸
間
、
貸
車
庫
収
入
な
ど
）
の

あ
る
方�

○
有
価
証
券
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
な

ど
を
売
却
し
た
方�

○
土
地
や
建
物
を
売
却
し
た
方�

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
収
入
が

二
千
万
円
を
超
え
る
方
や
二
カ

所
以
上
か
ら
給
与
（
年
金
）
の

所
得
が
あ
る
方�

○
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
を
超
え
る
方�

○
生
命
保
険
な
ど
の
契
約
に
基
づ

く
年
金
や
満
期
返
戻
金
を
受
け

た
り
、
解
約
し
た
り
し
て
、
あ

る
一
定
の
所
得
の
あ
る
方�

�

※
事
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
必
ず

収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
（
申
告
書
に
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
）
。
収
支
内
訳
書
が
な

い
場
合
は
、
申
告
相
談
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�

☆
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合�

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。�

○
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
等

で
取
得
し
た
場
合�

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合�

○
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合�

○
そ
の
年
の
給
与
が
年
末
調
整
さ

れ
て
い
な
い
場
合�

�

　
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方
は
、
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
税
金

が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
別
表
の
相
談
日
程
表
で
確

認
の
上
申
告
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�
�

※
な
お
、
課
税
資
料
、
台
帳
等
は
、

各
申
告
会
場
に
移
動
す
る
た
め
、

役
場
窓
口
で
の
申
告
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

問
合
先�

役
場
住
民
課
税
務
係�

　
82
―
１
９
０
２�

　
　
（
内
線
１
２
８
、
１
２
９
）�

砺
波
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門�

　
33
―
１
０
７
３
㈹�

平成12年分　所得税・住民税申告相談日程表�



平成13年 ４月１日から�
家電製品の排出方法が変わります�

平成13年 ４月１日から�
家電製品の排出方法が変わります�

平成13年 ４月１日から�
家電製品の排出方法が変わります�

家電リサイクル法�

◎対象機器の一覧� ◎どこにどのように排出するの？�

◎排出に伴う負担金額は？�

テ レ ビ �

エアコン�

洗 濯 機 �

冷 蔵 庫 �
例�

2,700円�
＋�

収集運搬料金�

（　　　　　　　　  ）�

3 H13年／2月号�

　現在、家電製品の多くは埋立処分されていますが、その部品の
多くはリサイクルが可能であり対策が強く求められていました。�
　このため、使用済み家電製品のリサイクルを推進するため、家
電リサイクル法が制定されました。�

一般家庭や事業所から排出された特定の家電商品の有用な部
品や材料をリサイクルして廃棄物を減量、資源の有効利用を
推進するための法律です。�

◎対象�
　テレビ（ブラウン管式のもの）�
　ビデオ内蔵型テレビ�

◎対象外�
　液晶テレビ、プロジェクトテレビ�
　パソコンモニター�

◎対象�
　ウインド型、壁掛け型、床置き型�

◎対象外�
　天井埋め込み型�

◎対象�
　乾燥機能付きの物�

◎対象外�
　コインランドリー用洗濯機�
　衣類乾燥機�

◎対象�
　家庭用ワイン庫�

◎対象外�
　ホームフリーザー�

　町民のみなさんは、家電製品を取り扱

いしている小売店へ排出するか、郵便局

で家電リサイクル券を購入した上でクリ

ーンセンターへ直接搬入するかのどちら

かになります。�

対象品目�

テ レ ビ �

エアコン�

冷 蔵 庫 �

洗 濯 機 �

リサイクル料金�

２，７００円�

３，５００円�

４，６００円�

２，４００円�

収集・運搬料金�

※収集・運搬料金
は各小売店等に
より料金が違い
ます。�

※上記金額には別途消費税が加算されます。�

テレビを排出した場合�

小売店にお問い合
わせ下さい。�



議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

　
１
月
議
会
臨
時
会

　
１
月
議
会
臨
時
会（
第
１
回
）

（
第
１
回
）�

改正点�

［　　　　　　　　　　　　　］�
3回目まで121,800円�
�
�
4回目以降は70,800円�

医療費が609,000円を超えたと
きは、超えた分の1％を加えます�［　　　　　　　　　　　　　］�

4H13年／2月号�

▼平成12年度庄川町一般会計補

正予算（第７号）�

▽追加補正額44,013千円で、第
４分団器具置場新築工事費
27,800千円、小学校LAN工事
費4,862千円、IT講習会用パ

ソコン購入費11,351千円です。�
▼平成12年度庄川町下水道事業

特別会計補正予算（第５号）�

▽追加補正額20,000千円で、町
道第61号線汚水管渠布設工事
費20,000千円です。�

平成13年１月１日から�

高額療養費の自己負担額が変わりました�
国民健康保険に加入している方へ�

高額療養費とは、同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った医
療費の自己負担分が高額になったときに、申請により後から高額療養
費として支給される制度です。�

一　般　世　帯� 住民税非課税世帯�上 位 所 得 者 �

3回目まで63,600円�
�
�
4回目以降は37,200円�

医療費が318,000円を超えたと
きは、超えた分の1％を加えます�

3回目まで35,400円�
4回目以降は24,600円�
つまり今までと変わりません！�

例えば医療費が100万円（自己負担額は3割の30万円）�
かかったときに支給される額は……�

　
庄
川
町
議
会
臨
時
会
が
１
月
18
日

に
開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
を
上
程
し
、

町
長
よ
り
、
議
案
に
対
す
る
提
案
理

由
の
説
明
の
後
、
委
員
会
の
付
託
を

省
略
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
閉
会

し
ま
し
た
。�

3
回
目
ま
で�

4
回
目
以
降�

30万円－（63,600円＋6,820円）�

30万円－37,200円�

＝229,580円�

＝262,800円�

―※�

※（100万円－318,000円）×1％�

3
回
目
ま
で�

4
回
目
以
降�

30万円－（121,800円＋3,910円）�

30万円－70,800円�

＝174,290円�

＝229,200円�

―※�

※（100万円－609,000円）×1％�

3
回
目
ま
で�

4
回
目
以
降�

30万円－24,600円�
＝275,400円�

30万円－35,400円�
＝264,600円�

①自己負担額の上限に上位所得者の区分が新設されます。�
②医療費を多く受けた人にはその分に応じた加算がされるようになります。�
※上位所得者とは、住民税算定の基礎となる総所得金額が670万円を超える世帯です。�
　また、入院したときの食事代の自己負担額（標準負担額）が、760円から780円に変
わりました。�

国民健康保険に加入している方へ�



種
子
消
毒
施
設
の�

　
　
　
　
建
設
が
急
務�

荒
廃
す
る�

　
　
　
山
間
部
の
農
地�

米
の
生
産
調
整（
転
作
）�

　
　
　
　
　
に
つ
い
て�
余
る
お
米�

　
　
　
伸
び
な
い
消
費�

農
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た�

高
齢
化
が
進
む
農
業�

5 H13年／2月号�

　
生
産
調
整
は
昭
和
40
年
代
半
ば

か
ら
始
ま
り
、
当
初
は
緊
急
調
整

と
し
て
始
ま
っ
た
制
度
で
し
た
が

今
で
は
農
政
上
の
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
平
成
７
年
に

施
行
さ
れ
た
新
食
糧
法
の
も
と
で
、

民
間
流
通
で
あ
る
自
主
流
通
米
が

主
流
と
な
り
産
地
ご
と
に
価
格
・

販
売
動
向
等
を
踏
ま
え
た
計
画
的

生
産
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
米
の
流
通
や
価
格
形

成
の
変
化
に
対
応
し
た
米
の
計
画

的
生
産
は
現
実
に
は
難
し
く
生
産

調
整
目
標
面
積
を
割
当
て
、
米
の

需
給
調
整
を
行
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。�

���

と
こ
ろ
が
、
平
成
12
年
10
月
現
在

で
日
本
国
内
に
は
お
よ
そ
３
０
６

万
ト
ン
の
米
が
余
っ
て
お
り
、
適

正
な
在
庫
水
準
は
２
０
０
万
ト
ン

以
下
で
１
０
０
万
ト
ン
以
上
余
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
国
の
目
標
で
は
平
成
14
年
10
月

ま
で
に
在
庫
を
１
２
１
万
ト
ン
ま

で
減
ら
す
計
画
と
し
て
お
り
、
従

来
分
の
転
作
の
他
に
新
た
に
緊
急

拡
大
と
し
て
生
産
調
整
面
積
が
追

加
で
割
当
ら
れ
ま
し
た
。
庄
川
町

に
お
い
て
も
過
去
最
大
の
１
５
０

ha
（
転
作
率
30
％
）
の
生
産
調
整

面
積
が
割
当
ら
れ
て
お
り
、
今
後

は
各
地
区
生
産
組
合
長
さ
ん
を
中

心
に
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

　
ま
た
、
昨
年
は
豊
作
（
作
況
指

数
１
０
３
）
で
し
た
が
、
今
年
も

豊
作
（
作
況
指
数
１
０
０
を
超
え

た
場
合
）
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

新
た
に
生
産
調
整
が
必
要
と
な
り
、

と
て
も
厳
し
い
状
況
に
な
る
の
で

す
。
豊
作
を
豊
作
と
し
て
、
素
直

に
喜
べ
な
い
お
か
し
な
現
実
が
あ

る
の
で
す
。�

����������

　
庄
川
町
に
お
け
る
種
も
み
生
産

の
歴
史
は
古
く
、
今
か
ら
約
２
５

０
年
前
か
ら
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
今

日
の
種
も
み
が
あ
り
ま
す
。
（
Ｊ

Ａ
と
な
み
野
管
内
に
お
け
る
種
も

み
生
産
量
は
県
内
65
％
、
ま
た
全

国
種
子
流
通
量
の
55
％
を
占
め
て

お
り
全
国
一
の
生
産
地
で
あ
り
ま

す
。
）�

　
近
年
、
米
の
消
費
減
少
及
び
豊

作
で
米
の
価
格
が
下
が
り
、
そ
れ

に
伴
う
種
も
み
価
格
の
今
後
の
動

向
が
大
変
気
が
か
り
で
す
。�

　
ま
た
、
近
年
他
県
の
種
も
み
産

地
で
は
消
毒
済
種
子
（
病
害
を
避

け
る
た
め
種
子
を
消
毒
）
の
販
売

に
力
を
入
れ
て
き
て
お
り
、
伝
統

あ
る
富
山
の
産
地
を
脅
か
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て

庄
川
町
で
も
種
子
消
毒
施
設
の
建

設
等
が
切
に
望
ま
れ
ま
す
。�

������

　
山
間
地
は
、
ほ
場
が
小
さ
く
機

械
も
入
ら
な
い
悪
条
件
の
農
地
が

大
半
を
占
め
ま
す
。
山
間
地
に
お

い
て
は
若
者
の
ま
ち
へ
の
流
出
で
、

農
地
を
管
理
で
き
ず
に
放
棄
す
る

方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
山
間

部
の
農
地
が
荒
廃
す
る
こ
と
に
よ

り
土
地
の
保
水
能
力
が
失
わ
れ
、

下
流
で
生
活
す
る
住
民
に
も
、
大

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
で
生
活
も
脅

か
さ
れ
る
な
ど
重
大
な
問
題
に
も

な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。�

　
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
湯
山

地
区
で
の
ほ
場
整
備
や
中
山
間
地

域
で
の
農
業
を
支
援
す
る
制
度
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、５
年
・

10
年
先
も
山
間
部
の
農
地
を
守
る

こ
と
は
一
層
む
ず
か
し
く
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。�

�����

　
近
年
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
10
年
後
の
農
業
が
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
若
い
後

継
者
に
う
ま
く
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で

き
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
認
定
農
業
者
等
の
育

成
に
力
を
入
れ
若
い
人
材
の
確
保

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

　
農
業
（
食
）
は
我
々
が
生
き
る

上
で
は
切
り
離
せ
な
い
大
切
な
産

業
で
す
。
21
世
紀
の
農
業
が
明
る

く
希
望
が
も
て
る
産
業
に
な
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�



庄
川
町
職
員
等
の
給
与
・
職
員
数
の
あ
ら
ま
し�

6H13年／2月号�

　町民のみなさんに一層の
ご理解をいただくため、町
職員等の給与・職員数のあ
らましについてお知らせし
ます。�

給 　 与 �
　町職員の給与は、民間給与の実
態調査結果により人事院が勧告し
たものを受け、町議会の審議を経
て条例で定められています。この
ようにして定められた町の給与制
度は、国の制度に準じたものにな
っています。�

職 員 数 �
　町職員の数は、平成12年４月１
日現在109人です。所属別内訳は下
記のとおりです。�

●職員数の状況�
　　（平成12年４月１日現在）�

町長部局�

総　務　課�
（うち富山県へ派遣　　１人）�
企　画　室�
住　民　課�
（うち保育所　　　　　24人）�
産業建設課�
都市開発課�
収 入 役 室�
議会事務局�

教育委員会�

総務課・生涯学習課�
体育課・国体室�
小　学　校�
中　学　校�

（出向）社会福祉協議会�
　　　　庄川福祉会�

（派遣）�
砺波広域農業共済事務組合�
砺波地方介護保険組合�

�
�

80人�

８人�
�

４人�
44人�

�
13人�
９人�
２人�
２人�

21人�

７人�
８人�
４人�
２人�

１人�
２人�

�
２人�
１人�

計 109人�

こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
、�

ご
意
見
な
ど
は
、
総
務
課
ま
で
。�

　
82
―
１
９
０
１
（
内
線
１
５
３
）�

○平成11年度決算における人件費の状況（一般会計）�

○退職手当�

○平成12年度一般職職員給与費等の予算状況（一般会計）�

○平成12年度一般行政職職員の初任給及び平均給料の状況（平成12年４月１日現在）�

○職員手当の状況�

○特別職の給料等�

住民基本台帳人口�
（平成12年４月１日）�

�
7,325人�

区　分�

区　　　分� 初　任　給�

大 学 卒 �
短 大 卒 �
高 校 卒 �

区　　分�

定年・勧奨�

自 己 都 合 �

区　　分�

町　　　　長�

助　　　　役�

収　入　役�

教　育　長�

議　　　　長�

副　議　長�

議　　　　員�

給料月額等�

825,000円�

625,000円�

570,000円�

285,000円�

310,000円�

260,000円�

240,000円�

期末手当の支給割合�

職員の支給率�

に準じる　　�
�

年3.8月分�

職員の支給率�

に準じる　　�

平成12年度期末手当支給の特例�

10％削減�

  5％削減�
�

－�

�

  5％削減�

勤続20年�

28.875月分�

21.0月分�

勤続25年�

44.55月分�

33.75月分�

勤続35年�

62.7月分�

47.5月分�

最高限度額�

62.7月分�

60.0月分�

●配偶者　　　  16,000円�
●扶養親族（配偶者を除く）�
２人まで　　１人6,000円�
３人目から　１人3,700円�
　特定期間にある子供�
　　　　１人5,200円加算�

�
６月�
12月�
３月�
計�

期末手当�
1.45月分�
1.6  月分�
0.55月分�
3.6  月分�

勤勉手当�
0.6  月分�
0.55月分�

�
1.15月分�

174,400�
151,800�
141,900

平均給料月額�

�
282,347

平均年齢�

�
37.0歳�

共済費�

�

134,981

合　計�

�

646,347

備　考�

給　　与　　費�
一般職�
職員数�
�

96人�

給　料�
�

329,948

計�
�

511,366

職　員�
手当等�

181,418

歳出総額�
（Ａ）�
�

4,414,736千円�

人件費�
（Ｂ）�
�

807,404千円�

人件費率�
（Ｂ／Ａ）�

�
18.3％�

※人件費は、特別職報酬を含みます。�

※右下職員数の状況の一般職員とこの表の職員数が一致しないのは、特別会計�
　などから支出する職員数があるためです。�

※尚、教育長は非常勤�

一
般
行
政
職�

手当名� 内　　　容�

扶

養

手

当

�

勤

勉

手

当

�

期

末

手

当
�

手当名� 内　　　容�

住

居

手

当

�

職制上の段階、職務の級等�
による加算措置有�

●借家等の場合（家賃12,000
円を超える者に限る）家
賃の額に応じて27,000円
を限度に支給�

●持家の場合　　　 3,600円�

通

勤

手

当

�

〔通勤距離が２　以上の者〕�

●交通機関等を利用する場合�
　運賃の額45,000円までは
全額支給、それを超える
場合は、運賃の額に応じ
て50,000円を限度に支給�

●交通用具を使用する場合�
　通勤距離に応じて2,000円
から20,900円の範囲で支
給�

退職手当は、富山県市町村職員退職手当組合退職手当条例の規定
に基づき、退職時の給料月額に退職事由別、勤続年数別に定めら
れた次の表の支給率を乗じて支給されます。�

（単位：千円）�

（単位：円）�



7 H13年／2月号�

町
政
モ
ニ
タ
ー
　
米
道
　
信
宏�

　
町
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
議

会
定
例
会
と
各
委
員
会
を
傍
聴
し
て
、
い
く
つ
か
の
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
議
場
の
構
造
に
つ
い
て
、
普

通
は
傍
聴
席
は
議
場
を
見
お
ろ
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

当
町
は
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
仕
切
板
が
あ
る
だ
け

で
す
。
不
測
の
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
為
に
、
一
般
の
通

路
と
議
場
関
係
者
の
そ
れ
と
は
別
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
議
場
の
照
明
が
少
し
暗
い
の

が
気
に
な
り
ま
し
た
。�

　
議
事
の
進
行
等
は
、
か
つ
て
福
野
町
で
傍
聴
し
た
の

と
ほ
ぼ
同
様
で
し
た
。
９
月
に
行
わ
れ
た
総
務
委
員
会

を
傍
聴
し
て
奇
異
に
感
じ
た
こ
と
は
、
当
局
側
か
ら
四

役
を
始
め
、
20
数
名
の
職
員
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
で

す
。
見
て
い
る
と
質
問
に
対
し
説
明
す
る
の
は
ほ
と
ん

ど
課
長
ク
ラ
ス
で
、
ま
れ
に
代
理
が
立
つ
程
度
で
し
た
。

後
で
某
議
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
係
長
等
の
出
席
は
、

将
来
の
勉
強
の
為
で
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
職
員
を
拘
束
し
て
、
通
常
業
務
に
支
障

を
来
さ
な
い
か
と
危
惧
を
感
じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

12
月
の
総
務
委
員
会
は
、
課
長
代
理
以
上
で
の
対
応
に

改
善
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
開
町
（
村
）
以
来
変
わ
る
こ

と
な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
議
会
運
営
に
、
一
度
や
二
度

傍
聴
し
た
だ
け
で
は
充
分
な
理
解
に
至
ら
ず
、
的
外
れ

な
こ
と
を
書
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
必
要
以

上
の
議
会
対
応
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い

よ
う
、
配
慮
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。�

『
町
議
会
を
傍
聴
し
て
』�

【 

人
事
異
動 

】�平
成
１３
年
１
月
１
日
付�

住
民
課
健
康
係
長�

議
会
事
務
局
主
任�

総
務
課
主
事�

産
業
建
設
課
主
事�

住
民
課
課
長
代
理�

（
健
康
係
長
事
務
取
扱
）�

議
会
事
務
局
係
長�

総
務
課
主
任�

産
業
建
設
課
主
任�

安
田

和
美�

�
天
野

邦
子�

�

端
谷
真
奈
美�

�

菊
池

紀
明�

　
　   
新
　
　
　
　
　
氏
　
　 

名
　
　
　
　
　
　  

旧�

〈 
昇
任
・
昇
格 

〉�
【 

消
防
団
人
事
異
動 
】�

副

団

長

�

副

団

長

�

第
一
分
団�

分

団

長

�

副

分

団

長

�

部

長

�

班

長

�

班

長

�

第
二
分
団�

分

団

長

�

副

分

団

長

�

部

長

�

班

長

�

班

長

�

��

副

団

長

�

副

団

長

�

班

長

�

班

長

�

班

長

�

松
井
　
　
仁�

吉
岡
　
由
一�

�

島
田
　
敏
明�

高
田
　
　
茂�

南
　
　
佳
作�

太
田
　
和
也�

水
本
　
俊
一�

�

原
田
　
　
清�

寺
田
　
修
康�

小
西
　
定
雄�

齋
藤
　
　
徹�

斉
藤
　
幸
二�

��

齋
藤
　
清
一�

南
部
　
　
進�

佐
藤
　
高
夫�

米
道
　
有
正�

上
村
　
　
彰�

　
　   

　
　
　
　
　
　
氏
　
　 

名�

〈 

昇
格 

〉�

　
　   

　
　
　
　
　
　
氏
　
　 

名�

〈 

退
団 

〉�
�

本 年 �

昨 年 �

増 減 �

人 身 �

35�

25�

10

傷 者 �

42�

28�

14

物 損 �

118�

101�

17

死 者 �

0�

0�

0

H12.12.31現在�

　庄川町では、前年に比べ死亡事故こそ発生してい
ないものの、右表のとおり、人身事故・物損事故と
もに増加しています。事故が多く発生するのは、朝
夕の登校・出勤の時間帯で、事故原因は、安全不確
認・脇見等が多く見られます。�
　冬期間は降雪・積雪のため、路面や視界状況が特
に悪い時期です。車を運転される方は、ゆとりを持
った運転をし、安全確認を十分行うように注意しま
しょう。歩行者の皆さんも、出歩くときは明るい服
装に心がけ、安全の確保に心がけましょう。�

永
年
に
わ
た
る
御
苦
労
に
感
謝
し
、
今
後
の
御
活

躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。�



John Short

《通貨について聞いてみました》�

　町に中国語講座が開設せられて本年で20年に
なります。この間に受講された方は200名を越
しました。一昨年、県において実用中国語検定
試験が実施され当講座受講生数名が受験し、３
級検定に合格しています。�
　中国語は漢字だけの文章ですが漢字を読む時
の発声法が全く違うので慣れるとなかなか楽し
いですよ。私たちの講座に参加されると、中国
の歴史、風俗、習慣等まで教えていますので、
更に興味が深くなると思います。�
　21世紀はアジアの時代と言われている現在、
日本と中国は一衣帯水の隣国であり、中国を理
解するためにも中国語の習得は必要だと思いま
す。町民の皆さん、中国語講座を受講してみま
せんか。�

�

　日本では通貨の単位は“円”ですが、イギリ
スの通貨の単位は、“pound”で“£”と表示
します。他にも補助単位としては、“pence”
で“P”と表示します。1£＝100Pです。�
　紙幣の種類は、£5、£10、£20、£50の４
種類で、硬貨の種類は、1P、2P、5P、10P、20P、
50Pと1£の７種類です。�
　私が昨年の７月日本に来たときは、1£は156
円でしたが、普通160円ぐらいで、現在170円
です。参考に日本の1,000円は大体6£ですし、

10,000円は大体60£です。�
　日本に来た当初不思議
に思ったことがあります。
それは、イギリスには
「千」という単位はありますが「万」という単
位がないからです。�
　例えば£10 ,000＝ten thousand、£
100,000＝one hundred thousand、£
1,000,000＝one millionという読み方をします。�
　ショッピングしている私を見かけたら、気軽
に声をかけてください。�

8H13年／2月号�

　鵡川町での冬のスポーツは、スピードスケー
トが中心となります。�
　町内での始まりは大正時代のようで、川や水
たまりにできた天然の氷で下駄に刃がついたも
のや靴をスケート台などに固定したもので滑っ
ていました。昭和40年以降スピードスケートに
なり、各小学校にスケートリンクが整備され、
各学校単位でスケート少年団が組織されました。
子どもの減少などにより昭和63年に鵡川町スピ
ードスケート少年団になり、現在小・中学生20
人が練習に参加しています。�
　11月から苫小牧ハイランド（父母が送迎・鵡川
から約30　）で本格的に練習し、１月からは町
民スケートセンター（一周400ｍ）に場所を移し、
毎日２時間程度練習しています。このような環
境のなかで、過去に４人のオリンピック選手を
輩出しました。子どもたちは将来のオリンピッ
ク選手を目標に厳しい練習に取り組んでいます。�

�

オリンピック選手を�
目指して�

国  際�
No.７５�

むかわ�
No.５７�

ポンド�

ペンス�

ジョンの
ここがWhy?

中国語を勉強�
してみませんか�
　　　　　　　　　   里子  外二（青島）�



「
き
び
し
さ
」、「
や
さ
し
さ
」と
は
な
ん
だ
ろ
う�
「
き
び
し
さ
」、「
や
さ
し
さ
」と
は
な
ん
だ
ろ
う�

ありがとう 歳末たすけあい募金運動�ありがとう 歳末たすけあい募金運動�

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

9 H13年／2月号�

スポーツ�スポーツ�
�

第38回富山県中学校スキー選手権大会�
とき　１月10日　～12日　／ところ　粟巣野スキー場�
男子大回転　10位　加口　翔太（  庄  ）�
男子回転　　13位　加口　翔太（  庄  ）�
�
�
第54回富山県民体育大会冬季大会スキー競技会�
とき　１月19日　～21日　／ところ　極楽坂スキー場�
○男子大回転（１部）�
　　成年男子Ｃ　１位　冨樫　雄二（青島）�
　　高校男子　　３位　齋藤　秀行（示野）�
○男子大回転（２部）�
　　一般男子Ｃ　１位　浦　　浩一（小牧）�

�
第９回庄川町民剣道大会�
とき　１月14日　／ところ　庄川中学校武道館�
小学生低学年の部　１位　河井　友輔（青島）�
　　　　　　　　　２位　松山　香織（三谷）�
小学生高学年の部　１位　島　健太郎（金屋）�
　　　　　　　　　２位　藤井はるか（金屋）�
中学生男子の部　　１位　齊藤　朋文（青島）�
　　　　　　　　　２位　金谷　　将（金屋）�
中学生女子の部　　１位　金井　孝子（示野）�
　　　　　　　　　２位　森田安希子（示野）�
高校・一般の部　　１位　足原　郁生（金屋）�
　　　　　　　　　２位　齊藤　洋文（青島）�
�
県高校総体スキー競技会�
とき　１月10日　～12日　／ところ　平スキー場�
大回転　４位　井上　昌裕（落シ）�
　　　　６位　齋藤　秀行（示野）�
回転　　４位　齋藤　秀行（示野）�

心の教育を考える�

　
何
が
「
き
び
し
さ
で
」
、
何
が

「
や
さ
し
さ
」
な
ん
だ
ろ
う
。
そ

れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
状
況
と
立
場

で
、
い
っ
て
く
る
ほ
ど
の
違
い
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
本
来
教
育
的
な
き
び
し
さ
と
は
、

目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る

人
が
、
必
要
以
上
の
解
説
だ
と
か

配
慮
を
期
待
す
る
事
な
く
、

目
的
達
成
の
為
に
腹
を
据

え
て
取
り
組
む
姿
勢
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。�

　
一
方
や
さ
し
さ
と
は
何

で
し
ょ
う
。
世
の
中
に
や

さ
し
さ
が
蔓
延
し
す
ぎ
て

本
当
の
や
さ
し
さ
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
際
た
る
も
の
は
、
成
し

得
た
時
に
味
わ
え
る
感
動

と
そ
の
尊
さ
を
体
験
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
き
び
し
さ

か
ら
回
避
さ
せ
る
手
立
て
を
教
え

る
事
が
、
親
と
し
て
の
や
さ
し
さ

と
短
絡
的
に
な
っ
て
い
る
様
に
思

え
ま
す
。
こ
れ
は
や
さ
し
さ
の
安

売
り
と
押
し
つ
け
に
他
あ
り
ま
せ

ん
。�

　
そ
れ
で
は
私
た
ち
は
き
び
し
さ

と
や
さ
し
さ
に
ど
う
取
り
組
ん
だ

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。�

　
子
供
は
親
の
鏡
と
も
、
子
供
は

親
の
背
を
見
て
育
つ
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
親
自
身
が
社

会
人
と
し
て
仕
事
や
世
の
中
の

色
々
の
事
に
対
し
て
ど
う
挑
む
か

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
供
は

親
が
考
え
て
い
る
以
上
に
成
長
し
、

学
校
や
勉
強
の
事
を
話
を
す
る

の
は
い
や
だ
が
、
世
の
中
の
事

は
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
、

そ
れ
は
立
派
な
向
上
心
で
す
。�

　
子
供
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
大
人
の
情
報
が
夜
昼
の

関
係
な
く
入
ら
な
い
訳
が
な

い
。
そ
こ
で
世
の
中
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
出
来
事
に
つ
い
て

「
父
さ
ん
は
こ
う
考
え
る
」

「
母
さ
ん
は
こ
う
思
う
の
よ
」

と
言
う
様
に
共
通
の
話
題
を
持

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。�

　
今
、
子
供
達
か
ら
求
め
ら
れ

る
の
は
、
き
び
し
く
力
強
い
父

親
と
や
さ
し
く
お
だ
や
か
な
母
親

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
き
び

し
さ
」
と
「
や
さ
し
さ
」
は
、
他

に
求
め
る
事
で
は
な
く
自
分
自
身

の
言
動
と
実
践
あ
る
の
み
で
す
。

そ
ん
な
事
を
肝
に
命
じ
一
日
一
日

を
親
と
し
て
大
人
と
し
て
研
鑽
に

努
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

町
体
育
協
会
長
　
　
山
森
　
文
夫�

○�30

この大会で上位入賞された２選手は、２月４日から新
潟県赤倉で開催されるインターハイに出場されます。�

加口選手は２月25日から平村で開催される第33回東海
北陸中学生スキー大会に出場されます。�

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）�この大会の１部で上位入賞された２選手は、２月19日
から長野県飯山で開催される第56回国民体育大会冬季
大会スキー競技会に出場されます。�

東山見地区�
青　島地区�
雄　神地区�
種　田地区�
  合　　計�

202,821円�
171,467円�
74,045円�
72,343円�
520,676円�

内　訳�
　町社会福祉協議会では、12月に婦人会の方々に協力を得、「地域
でささえあう　あったかいお正月」を合言葉に、歳末たすけあい募
金運動を行いました。�
　寄せられました募金は、本会へ福祉資金として寄せられた寄付金
とをあわせて総額 200 万円を施設に入所されている方、重度の障害
のある方、一人暮らし高齢者の方等へのお見舞金として贈りました。�
　皆さんのあたたかいおこころに深く感謝申し上げます。�

婦
人
会
の
方
々
に
協
力
い
た

だ
い
た
募
金
の
内
訳
で
す
。�



消防出初式を挙行�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　役場企画室　82-1905

故郷は遠きにありて想うもの�
ふるさとメール読者から�

２
０
０
０
年
国
体
県
民

運
動
推
進
モ
デ
ル
団
体

等
感
謝
状
贈
呈
（
県
知
事
表
彰
）�

　いよいよ雪の便りも聞かれる
頃となりましたが、このたびは『庄
川百景』カレンダーがいただけますとの事、
何より嬉しく早速お届けくださいますようお
願いいたします。懐かしい風景、心待ちにし
ております。�
　毎月お送りくださいます『町報』も楽しみに
拝見させてもらっております。いつも本当に
ありがとうございます。（以下省略）12/15記
　　　　　　　小　悦子（旧姓 斎藤）さんより�

（青島出身・千葉県市川市在住）�

※小　さんからはカレンダーならびに広報送付お礼
として切手（5,000円分）を同封いただき、また、広
報送付お礼として埼玉県新座市在住（金屋出身）の
金子朝子（旧姓 市山）さんから5,000円いただきま
した。ありがとうございました。�

�
遠く離れた地から、ふるさと庄川への想い
やご意見、または「広報しょうがわ」に関
するご感想などをお寄せください。�

10H13年／2月号�

　寒風が吹き荒れ、あいにくの天候の中、１月４
日（木）に消防団消防出初式が、21世紀の門出を祝
うべく挙行されました。�
　消防団幹部刷新のもと、役場前に集結した消防
団員は団長訓示の後、恒例となった初放水、裸放
水、纏振りや分列行進を行い、今年も町が無火災
であるよう祈願すると共に消防の心意気を伝えま

した。�
　続いて、ふれあいセンターで式典が行われ、次
の方々が表彰されました。（敬称略）�
○優良団員団長表彰�

　第三分団　団員　山森　主税�
　第三分団　団員　杉森美加夫�

まとい  ふ�

庄川町菊花会�

　剣道競技会場の雛壇用として、町実行委員会か
らの依頼で、平成12年５月から菊づくりが行われ
ました。10月中旬の本大会の時期に合わせること
から、管理には、ご苦労していただきました。�
第23区中路クラブ有志�

　町夜高保存会及び町実行委員会からの依頼で、
夜高行燈を製作されました。本大会では、休憩所
に展示され、全国からの来訪者に観光祭をＰＲし
ました。�



文化財を後世に�
町
の
歴
史「
一
本
橋
物
語
」を�

発
刊
さ
れ
ま
し
た�

二十歳の船出！いざ21世紀�
第48回庄川町成人式�

11 H13年／2月号�

　１月７日（日）午前10時からふれあいセンターで「第48回
庄川町成人式」を開催し、該当する107名のうち男性60名、
女子28名が出席され、二十歳の決意をあらたにしました。�

▼謝辞を述べた里子義範（青島）さん�

文化財防火デーに因み、青島、勧帰寺で防火訓練�
�
　１月21日（日）、青島の勧帰寺で文化財保護と
防火啓蒙のため、町、教育委員会、文化財保護
審議委員会、下村地区自主防災組織そして消防
団による文化財防火訓練が実施されました。�
　町指定の文化財は23あり勧帰寺には木造阿弥
陀如来立像があります。�
　貴重な遺産である文化財を消失することなく
次代に引き継いでいくため、今後も町民の皆さ
んの保護と理解をお願いします。� 　町の郷土史家である榎木淳一

さん（青島）が江戸時代から現代
までの、町内の歴史を紹介した
冊子「一本橋物語」を発刊され
ました。�
　二万石用水に架かる「一本橋」を擬人化
して町の歴史を語らせており、幅広い層で
親しんでもらえる内容となっています。�
　庄川特産の木工品や小牧ダム建設当時の
出来事などが盛り込まれています。�
　この冊子は図書館などに備えつけられる
ほか、希望者には、実費で頒布されます。�

町
指
定
文
化
財
木
造
阿
弥
陀
如
来
像
を
も
っ

て
避
難
す
る
住
職
さ
ん�
▼
�



12H13年／2月号�

小
学
校�

中
学
校�

　１月19日（金）、校内かるた大会が行われ、１・２
年生は「犬棒かるた」、３年生から６年生は「百人
一首」を楽しみました。�
　１・２年生は、読み手の声が聞こえると同時に
「はい。」や「おしい。」など、元気な声や残念な
思いが伝わってくる声で、にぎやかなかるた大会と
なりました。�
　また、３年生以上の「百人一首」では、上の句が
聞こえると同時に札を探し始めるグループ、下の句
が聞こえてようやく札を探し始めるグループと様々
でした。しかし、うまく札が取れたときの歓声や満
足そうな表情が教室一杯に溢れていました。�
　諺や短歌に親しみ、楽しみながらそのよさを味わ

うことのできる機会として、これからも大切にして
いきたいと考えています。�

やった！取ったよ！�

　１月９日（火）、中学校の体育館で各学年の生徒代表（１年：川辺真也　２年：野村彌恵子　３年：石黒大悟）
が、新年を迎えての意見発表を力強く行いました。引き続き行われた始業式では、校長先生が「夢の実現に向
けてスタートを、そのためには目先のことにとらわれないように」「思いやりや温かい心の持ち主になってほ
しい」というお話をされ、生徒たちは気持ちを新たにしました。�
　この日は、恒例の書き初め大会が午前11時15分から体育館で開催されました。全校生徒が一堂に会し、姿勢
を正して心を落ち着ける時間が約10分。生徒一人一人の筆先からは、勢いのある文字が白い紙に書かれていき
ました。１年生は「新雪の峰」、２年生
は「万葉の里」、３年生は「高い理想」
です。�
　終了後、２年Ａ組の生徒たちに筆を持
っていたときの気持ちを聞いたところ、
次のように答えてくれました。�
Ａ　君：一文字一文字に、気合を入れま
　　　　した。�
Ｂ　君：賞を取るぞと思って書きました。�
Ｃさん：緊張した。足が震えました。�
Ｄさん：寒さでお腹が痛くなりそうでし
　　　　た。�
Ｅ　君：微妙な気分でしたが、うまくで
　　　　きたかな。�

校内かるた大会�校内かるた大会�

心をこめて、真剣に�心をこめて、真剣に�



2

13 H13年／2月号�

整
理
し
て
出
て
く
る
亡
夫
の
皮
の
靴
は
く

事
無
き
を
手
に
は
き
て
み
る�

姥
捨
山
信
濃
の
国
の
更
科
に
行
き
て
思
は

る
今
の
長
命�

雪
を
呼
ぶ
風
と
思
ひ
ぬ
更
け
し
夜
の
雪
の

明
り
に
ひ
と
し
ほ
寒
し�

牡
丹
雪
古
都
の
奈
良
路
は
人
ま
ば
ら
餌
を

求
め
て
鹿
は
す
り
寄
る�

新
年
に
山
川
草
木
衣
替
へ
降
り
つ
む
雪
を

丸
く
着
こ
み
て�

家
持
の
末
え
い
な
る
か
新
湊
の
神
明
宮
宮

司
は
大
伴
の
姓�

降
る
雪
に
撓
め
ら
れ
た
る
南
天
は
朝
日
を

受
け
て
跳
ね
て
起
き
け
る�

す
る
す
る
と
網
梯
子
傳
ふ
船
人
達
そ
の
身

軽
さ
に
か
た
づ
の
み
こ
む�

木
守
柿
に
群
が
り
騒
ぎ
し
百
舌
雀
住
処
は

何
処
庭
に
雪
降
る�

二
家
族
の
帰
郷
見
送
り
二
人
居
に
戻
る
ゆ

る
み
か
し
き
り
に
眠
し�

七
草
粥
つ
く
れ
ば
過
ぎ
し
幼
な
日
に
雪
中

の
芹
と
赤
き
手
お
も
ふ�

柔
ら
か
に
鐘
を
打
つ
べ
し
百
年
の
節
目
の

年
を
い
ま
送
る
た
め�

大
白
鳥
風
に
向
ひ
て
旋
回
し
し
つ
つ
歩
み

て
水
面
に
浮
か
ぶ�

新
年
の
庭
に
ふ
は
ふ
は
雪
舞
へ
り
積
ら
ぬ

程
に
静
か
な
る
朝�

三
角
の
帽
子
を
冠
る
ど
ん
ぐ
り
を
孫
に
と

拾
う
夕
暮
の
庭�

薄
陽
差
し
て
和
む
年
の
瀬
お
ち
こ
ち
の
餅

搗
く
音
を
聞
き
し
日
遠
く�

工
場
の
蒸
気
吹
き
だ
し
冬
空
に
動
物
達
が

舞
い
流
れ
去
る�

小
夜
更
け
て
寝
つ
か
れ
ぬ
ま
ま
に
針
運
べ

ば
バ
ツ
ハ
の
名
曲
我
を
包
み
ぬ�

飛
火
野
の
朝
の
小
霧
や
や
や
や
に
う
す
ら

ぎ
て
鹿
の
あ
そ
ぶ
影
み
ゆ�

�

朝
倉
　
捨
子�

�

太
田
ユ
キ
ヱ�

�

川
上
　
キ
ク�

�

木
村
　
和
子�

�

齊
藤
き
み
子�

�

斉
藤
　
敏
子�

�

志
部
谷
良
一�

�

島
田
　
敏
子�

�

清
水
　
昭
子�

�
長
谷
　
良
作�

�

藤
本
久
美
子�

�

松
原
　
樹
雄�

�

山
崎
　
則
子�

�

山
本
　
せ
き�
�

山
本
　
知
子�

�

山
本
　
と
よ�

�

吉
岡
寿
江
子�

�

吉
田
　
数
子�

�

野
村
　
玉
枝�

数
の
子
を
噛
む
千
の
音
万
の
音�

ど
ん
ど
火
の
風
に
児
た
ち
の
書
の
舞
え
り�

払
い
し
に
沓
脱
ぎ
石
に
雪
落
ち
る�

数
え
日
の
庵
の
里
に
讃
仏
偈�

冴
え
返
る
世
紀
新
た
な
月
を
見
る�

た
お
や
か
な
微
笑
残
し
て
寒
念
仏�

荒
く
れ
の
男
寒
鰤
せ
り
落
す�

晴
着
の
娘
母
に
似
て
を
り
初
詣�

郵
便
受
の
ぞ
い
て
ば
か
り
三
ケ
日�

心
情
の
真
の
一
文
字
筆
始
む�

す
ず
し
ろ
の
ほ
の
か
に
か
お
る
小
指
か
な�

父
に
晴
子
等
に
ぎ
や
か
し
雪
だ
る
ま�

夜
を
こ
め
て
哀
し
み
の
あ
り
虎
落
笛�

山
ま
ゆ
の
会�

冬
桜
終
着
駅
に
降
り
た
ち
ぬ�

初
春
や
鏡
に
向
ひ
紅
を
さ
す�

真
直
な
社
の
杉
の
淑
気
か
な�

あ
つ
あ
つ
の
冬
至
南
瓜
を
喰
み
に
け
り�

切
岸
の
波
滑
ら
か
や
親
鸞
忌�

泡
雪
崩
見
張
人
乗
せ
出
航
す�

新
の
タ
オ
ル
膝
に
広
げ
て
母
の
春�

砺
波
野
や
遠
く
近
く
に
ど
ん
ど
の
火�

初
御
空
太
平
洋
の
鱗
小
波�

相
聞
や
冬
の
ほ
よ
の
実
灯
し
て
は�

松
井
　
寒
灯�

雨
池
　
　
遙�

石
山
　
　
欣�

谷
口
　
六
友�

畑
　
　
郁
子�

上
野
　
恵
子�

斉
藤
　
尤
鶴�

滝
　
　
の
り�

坂
戸
　
た
つ�

森
松
さ
ち
子�

山
下
　
他
美�

田
中
た
め
子�

池
田
　
雅
泉�

�

有
沢
美
智
子�

小
川
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１９９５年作　第２７回日展（会員）出品　齋藤尤鶴�

お元気コール�

アカンサス�
野村玉枝選�庄川俳句会� 短 歌�

庄川美術館�
収蔵作品紹介　

俳 句�

　若い女性が、「どうしている…元気？」と久しぶりに故郷の母親に

長電話をかけています。なつかしい感じがするのは電話のせいでしょ

うか。携帯電話が主流の今日からみれば、ダイヤル式の電話はめずら

しく、制作にあたり、この型の電話をさがすのに苦労したそうです。�

　昭和31年より井波彫刻に入門し、40年あまり木のかたまりに木の

精をみいだし、のみをふるい、そして、伝統の技をみがくとともに県

展や日展に作品を出品し、木彫特有の木肌のやわらかさを生かした優

しい雰囲気の女性像を発表してきました。�

　日常の何気ないできごとが創作テーマのひとつで、彫刻家の目は自

然を観察するように周囲の人達のしぐさや表情をみのがしません。お

もしろいと感じるものがヒントとなって、スケッチが始まり形になっ

ていきます。�

　この作品は、庄川中学校に展示してあります。�



◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9:30～18:00�
　金　曜　日　　9:30～20:00　�
　土・日曜日　　9:30～16:00�

◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　     5日、12日、19日、26日�
　振　　替　　   13日�

◆こどものつどい◆�
　10日（土）     9:30～　映写会�
◆おはなしのへや◆�
　24日（土）   10:00～　紙芝居など�

H13年／2月号�

小 説 �

�

�

�

�

�

一般書�

�

�

�

児童書�

■新着図書�

昭和21年秋、満州から引揚げてきた
20歳の綾子。戦後の混乱と復興のな
かでの、綾子の苦難と葛藤、最愛の母
喜和と父岩伍の死までを描く長編。�
「櫂」「春灯」「朱夏」に続く自伝小説。�

「 仁淀川 」�
　　　　　　 宮尾登美子　著�
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2/5～3/5

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

3/1�

2�

3�

4�

5

再生　上・下�

取り替え子�

ミッドナイト・コール�

深紅�

由布院心中事件�

ライオンハート�

はじめてのｉモード�

「人を見る目」の心理分析�

勝つ日本�

５００ｇで生まれた娘へ�

ズッコケ家出大旅行�

かいけつゾロリぜったいぜつめい�

�

トムトム・ブーどろんこくつした�

◆
東
山
見
公
民
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◎
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�

◆
青
島
公
民
館�
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月
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日
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午
後
１
時
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と
こ
ろ
　
雄
心
公
民
館�

�

行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
授業参観　13：50～14：35　小学校各教室�
中学校入学説明会  6年　14：45～15：30　小学校視聴覚室�
合同学習会　9：30～　ふれあいセンター�

庄川もちもち遊楽（～25日）　水記念公園�
おはなしのへや　10：00～10：40　図書館児童室�
子ども放送局　10：30～15：30　図書館児童室�

第6回町民室内ペタンク大会　9：00～　町民体育センター�
砺波広域圏消防団連絡協議会消防業務訓練�
　　　　　　　　　　　　　　　9：00～　種田農村公園付近�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

集合税第9期納期限�

健康相談　13：30～15：３0　農村環境改善センター�

卒業生を送る会　9：30～10：15　小学校体育館�

平成12年度生涯学習フェスティバル　10：00～　ふれあいセンター�

中国語講座　19：30～22：00　農村環境改善センター�

高杉　　良�

大江健三郎�

田口ランディ�

野沢　　尚�

西村京太郎�

恩田　　陸�

ニ木　暁子�

樺旦　　純�

石原慎太郎・田原総一朗�

井上美智代�

那須　正幹�

�

原　ゆたか�

キヨノサチコ�

ほか多数�



〈一般診療〉�

  2月11日（日）  伊 東 医 院（福野）  　22－6710�

  2月12日（月）  安達外科医院（福野）  　22－2123�

  2月18日（日）  松田外科医院（城端）  　62－2168�

  2月25日（日）  富田整形外科医院（福光）  　52－8800�

  3月  4日（日）  くぼクリニック（福野）  　22－7799　�

〈歯科診療〉�

  2月11日（日）  山本歯科医院（福野）  　22－4455�

  2月12日（月）  仲村歯科医院（福野）  　22－2659�

  2月18日（日）  中尾歯科医院（福野）  　22－2489�

  2月25日（日）  北川歯科医院（福野）  　22－7336�

  3月  4日（日）  細川歯科医院（城端）  　62－0250

子ども放送局　番組予定�

「宇宙」�
スペースシャトルを打ち上げよう！�

2/10�

（土）�

「サッカー」�
Ｊリーガーのサッカー教室�

2/24�

（土）�

「写真」�
織作峰子の写真の世界�

3/10�

（土）�

時　間　10：30～15：30�

場　所　図書館 児童室�

H13年／2月号�

2月27日�
3月  1日�
3月  2日�
毎週金曜日�
2月14日�
2月26日�
2月16日�
2月28日�

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

砺波保健所�
保健センター�
青島児童館�
保健センター�
�

保健センター�

H12.11月生�
H11.5～7月生�
希 望 者 �
希 望 者 �
H11.11～H12.2月生�
H12.3～10月生�
H11.11～H12.3月生�
H12.3～10月生�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

2/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

（火）�
（木）�
（金）�

�
（水）�
（月）�
（金）�
（水）�

午後1：00～1：30�
午後1：00～1：30�
午前10：00～11：30�
午前9：30～12：00�
�

午後1：00～2：00�
�

15

くらしのカレンダー�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

３か月児健診�
1歳6か月児健診�
育 児 相 談 �
健 康 相 談 �

ツベルクリン反応�
�
ツ反判定とBCG

◆
種
田
公
民
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◎
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５
回
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グ
大
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２
月
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日
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後
１
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分
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と
こ
ろ
　
ニ
チ
マ
ボ
ー
リ
ン
グ
場�

親子会食　１年　12：20～13：00　小学校ランチルーム�
結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

障害者相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

子ども放送局　10：30～15：30　図書館児童室�
第10回庄川清流杯北信越高校剣道新人大会（～11日）�
　　　　　　　　　　　　　　　12：30～17：30　町民センター�

子育て相談　13：00～15：30　農村環境改善センター�
結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

年金相談　10：00～15：00　福祉センター�
介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第9回町民スポーツ・レクリエーション祭�
　　　　　　　　　　　　　　9：00～12：00　町民体育センター�

3年生  保護者会　中学校�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�



16H13年／2月号�

ケーブルテレビに加入しましょう�

　ケーブルテレビ・インターネットの加入促進期間
が平成13年３月末日まで延長されることになりまし
た。�
　ケーブルテレビは、町からの行政情報をはじめ24
時間放送で40のチャンネルを見ることができます。
インターネットは月額一定額で24時間使い放題、電
話料金やプロバイダー接続料が不要で利用できます。�
　これらを利用するためには加入料、月額使用料、
引き込み工事費、宅内工事費などが必要ですが、期
間中は、加入料が１万円割引されます。�
　なお、町内会への手数料１件につき2,000円も継続
されています。�
問合先　役場企画室　　82－1905

グリーンハイツ示野見学会開催�

第9回�
町民スポーツ・レクリエーション祭�

日　時�
　２月18日（日）午前９時～12時�
場　所�
　町民体育センター�
※実施の有無は、当日午前７時
　20分の無線放送でお知らせし
　ます。�

種 目 名 �

入れよっと！�
男５名、女５名�

�
予定開始時間   9：30

友達の輪�
男５名、女５名�

�
予定開始時間 10：30

お掃除すいすい�
男５名、女５名�

�
予定開始時間 11：00

人間輪投げ�
男５名、女５名�

�
予定開始時間 10：00

平成12年度�
庄川町生涯学習フェスティバル�

と　き　平成13年３月４日（日）10時～16時30分�
ところ　庄川ふれあいセンター�

ワークショップ�
　　　10時～16時30分�
フリーマーケット�
　　　10時～16時30分�
ＩＴ体験コーナー�
　　　10時～16時30分�
�
庄川町教育文化表彰�
短 歌 募 集 作 表 彰 �
読 書 感 想 文 表 彰 �
　　　14時～14時45分�
�
事例発表�
　　　14時45分～15時�

講演�
�
�
�
�
�
�
�
�
演題　『命輝いて』�
講師　女優　白川和子　氏�
　　　　　15時～16時30分�

と　き　２月24日（土）25日（日）�
　　　　午前10時～午後４時�
ところ　水記念公園　おまつり広場�

プログラム�

日　　時　平成13年２月18日（日）午後１時～４時�
見学会場　グリーンハイツ示野101号室�
　中堅所得者層を対象とした町営住宅で、３ＤＫ
と広く収納スペースも十分な間取
りになっています。住まいを探し
ておられる方は、ぜひこの機会に
見学してみてはいかがでしょうか？�
問合先　都市開発課　　82－1903



第11回 水きらら・人・花展�
　　2/24�～3/24�　　　庄川美術館�

ご存じですか？�
閉庁日でも証明書をお渡しできます�

寒さから水道管を守ろう�
厳寒期には防寒対策を�

17 H13年／2月号�

善意の窓�
■福祉資金として�

▽匿　名　　　　　　　　  （5,000円）�
▽匿　名　　　　　　　　  （5,000円）�
▽匿　名　　　　　　　　  （1,000円）�
▽庄川町金屋  藤崎　弘さん（亡父の供養に７万円）�
■赤い羽根募金�

　戸別募金　　867,015円　　街頭募金　　29,060円�
　職域募金　　  62,371円　　学校募金　　57,978円�
　窓口募金　　    5,624円　　合　　計   1,022,048円�
■日本赤十字社費�

　戸別募金　　　　884,820円�
　特別社員社費　　  20,000円�
■NHK海外たすけあい�

　庄川町天正　脇本清一さん　（１万円）�
■保育支援事業資金として�

　庄川町示野　森田　勉さん　（15万円）�
■ミレニアムカレンダー送付お礼として�

　大阪府交野市　山田暉夫さん（１万円）�
�
　これらのご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有効
に活用させていただきます。�

　実技講座参加者の作品発表展はすっかり定着し、
今年も県内全域から68名の皆さんが出品されます。�
　初心者の人や趣味を深めようとしている人、中に
は作家をめざしている人もいらっしゃいます。�
　この機会に皆さんの親しみのある作品をご覧にな
って、次回はぜひ貴方の作品も…�

交付できるもの�

戸籍謄本、抄本／住民票の写し／税証明�
�
Ｑ．どのように申請すればよいのでしょうか？�
Ａ．電話予約で受け付けています。（本人申請・受

領に限る）�
Ｑ．電話予約の受付時間は？�
Ａ．月曜日から金曜日までの午前８時30分から午後

５時までです。�
Ｑ．電話予約を行う際の注意事項は？�
Ａ．電話で本人の住所、氏名、何が必要であるか、

受領予定日時をお知らせください。�
　また、来庁の際には手数料、認め印、運転免
許証などの身分を証明できるものをご持参のう
え、休日の日直者に申し出てください。�

＊郵便による交付�

　各郵便局の窓口で申請できます。各種証明書を
後日、本人宛てに郵送します。�
手数料　戸籍謄本・抄本　　一通  450円�
　　　　住民票謄本・抄本　一通  300円�
　　　　税証明　　　　　　一通  300円�
�
　休日における窓口業務は平日
と同じく、出生・死亡などの戸
籍に関する届け出ができます。�
　今後とも、町民サービスの向
上に努めてまいります。�
電話予約は�
　役場住民課窓口�
　　82－1902（111）まで�

　朝夕の冷え込みが一層強くなってくる今日この頃、
むき出しの水道管や蛇口が凍結、破裂しやすくなる
ので注意しましょう。凍結を防ぐためには、厚手の
布を巻いたり、夜間蛇口を少しゆるめて少量の水を
出しておくなどの防寒対策をお願いします。�
　万一凍結した場合、直接熱湯をかけることはやめ
てください。凍結部分にタオル等をかぶせ、ぬるま
湯をかけてください。急に熱湯をかけると破裂する
ことがありますので注意してください。�

かたのし�



　１月10日・11日、青島保育所の温室プール

では、庄川町４保育所の４・５歳児が初泳ぎ

をしました。外は雪が積もっていても、プー

ルは水温29度、室温33度と、とても暖かい中

で入っています。�

　お正月や工事の為久しぶりに入った子ど

も達は、どれだけ泳げるか競争したり、ドッ

チボールしたりして遊んでおり、また、ジョ

ーロでの水かけ、貝拾いなどをして遊ぶのも

楽しみの１つとなっています。５歳児後半と

もなると泳ぎもずいぶんじょうずになり、た

くましさも感じるようになりました。�

ゆ
ず
太
く
ん�

ゆ
ず
香
ち
ゃ
ん�

介護保険制度Ｑ＆Ａ�

　老人保健法の改正により、平成13年１月から
施設入所者の食事負担額が、760円から780円
に変わりました。しかし、低所得者の方への配
慮から高額サービス費、食事負担額は下記のと
おり変更ありません。�
�
�
�
�
�
�
�
　　　高額サービス費とはどのようなことかな？�
�
　　　介護サービスの利用者が支払う１割の自
　　　己負担額が、１ヶ月当たりで上記の表の
限度額を超えた場合に、高額サービス費として
支給されることよ。だから利用者は、それ以上
の負担額について申請書に領収書を添付すれば、
その金額が払い戻されるそうよ。しかし、施設
入所の食事負担額はそれには含まれないそうよ。�
�
　　　食事負担額とは何かな？�
�
　　　ケアポート庄川（老人保健施設）や特別
　　　養護老人ホーム、介護療養型医療施設に

入所すると、食事代の自己負担がかかるのよ。
その金額は左記の表のとおり世帯の所得によっ
て金額が異なるのよ。�
　　　もうすぐ確定申告の時期になるけど、介
　　　護サービスの１割の自己負担額は、所得
税の所得控除の対象になるかな？�
　　　「介護サービス利用料領収書」には、医
　　　療費控除の対象となる金額が記載されて
いますので、確定申告時に添付または提示して
くださいね。なお、医療費控除の記載の無い場
合は、領収書を発行している事業所で確認して
ね。�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�
詳しくは、住民課住民福祉係までお願いします。
　 82－1902�
庄川町で12月末日までに介護保険に認定された

方は202人で内訳は下記のとおりです。尚、在宅�
・施設介護サービスを利用している方は、次の
とおりです。�

18H13年／2月号�

の�の�の�

介護度�

人　数�

割　合�

介護�
サービス�
利用者�

要支援�

20人�

9.9％�

9人�

42人�

20.8％�

35人�

45人�

22.3％�

39人�

39人�

19.3％�

36人�

26人�

12.9％�

23人�

30人�

14.8％�

28人�

要介護�
１�

要介護�
２�

要介護�
３�

要介護�
４�

要介護�
５�

青島保育所�

利用者及び家族の課税状況��
�
町民税課税世帯�
�

町民税非課税世帯�
�
老齢福祉年金受給者で町民
税非課税世帯�

高額サービス費
月当たり上限額�
�
37,200円�

�

24,600円�
�

15,000円�

施設の１日
の食事代�

780円�
�

500円�
�

300円�



中谷  実穂ちゃん�
（金屋）�

父…隆博　母…恭子�

石橋  拓哉くん�
（示野）�

父…浩　母…倫子�

鈴木  智也くん�
（古上野）�

父…智尚　母…友美�

間馬  巧実くん�
（三谷）�

父…実　母…めぐみ�

渡辺  楓華ちゃん�
（古上野）�

父…篤　母…知瑞子�
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19 H13年／2月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、役場企画室へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却いたします。�

み　ほ�

たくや�

い
た
ず
ら
が
毎
日
の
日
課
で
す
。�

早
く
お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
び
た
い
な
。� ともや�

ケ
ン
カ
ば
か
り
し
な
い
で
、
仲
良
く
遊
ん

で
ね
！�

たくみ�

い
つ
も
元
気
モ
リ
モ
リ
。
食
欲
も
り
も
り

の
ふ
う
か
で
ね
。�

ふうか�

た
く
さ
ん
お
話
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

度
は
歌
を
一
緒
に
歌
え
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
ね
。�
　21世紀最初の年を迎え、働く婦人の家利用者
友の会々員220名余りも、新たな気持ちで各グル
ープが活動しています。昭和53年の開館以来、
現在21の自主グループ（パンアート・籐工芸・
版画・書道・水墨画・生花・民謡・手編・民踊�
・煎茶・洋裁リフォーム・ソフトエアロ＆スト
レッチ体操・スポーツエアロビクス体操・健康
体操・篆刻・フラワーアレンジメント・料理・
着付）があります。講師の先生の親切丁寧な指
導により、趣味・技術・教養・楽しい仲間づく
りや会員相互の親睦を図るために活動していま
す。昨年の国体には、友の会ボランティアの他、
手編のタワシ作りや野点、書道の賞状記入等に
も協力でき、大変有意義で感動的な年となりま
した。�
　働く婦人の家友の会に、男性も女性も気軽に
入会し、楽しい仲間が増えることを願っていま
す。一緒に元気で、いきいきと活動しましょう。�

＊＊＊＊　新入会員大歓迎　＊＊＊＊�
働く婦人の家利用者友の会　会長　河合恵美子�

働く婦人の家  　82－5166

・・・・�

・地域のネットワーク作りの場、情報発信の場に�
・色々な相談、支援に応ずる場に�
・趣味、レクリエーション、グループ活動育成の
場に�
・講演会、座談会の開催の場に�
　　　　　　　　　　　　　　ご利用ください。�



●町の人口（1月末日現在）●�

人　口　7,333（＋  1）（△25）転入　10　  10�

　男　　3,542（△  1）（△11）転出　10　  10�

　女　　3,791（＋  2）（△14）出生　  6　    6�

世帯数　2,040（△  1）（＋11）死亡　  5　    5

累計�
（H13.1.1～）�前年比�前月比�
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発
行
日
／
平
成
十
三
年
二
月
五
日
　
発
行
所
／
富
山
県
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
五
六
二
号�

H13年／2月号�

青
　
島
　  

島
田
　
タ
ケ
　
79�

金
　
屋
　  

岩
本
高
五
郎
　
82�

金
　
屋
　  

藤
崎
才
一
郎
　
76�

金
　
屋
　  

山
本
　
良
作
　
84
�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

三
谷
　
細
池
　
智
弥
　
男
　
秀
信�

金
屋
　
吉
田
　
　
翔
　
男
　
聖
児�

青
島
　
橋
本
　
侑
佳
　
女
　
隆
之�

三
谷
　
越
知
　
秀
太
　
男
　
学�

五
ケ
　
山
田
　
瑞
樹
　
女
　
雅
樹�

金
屋
　
山
田
　
沙
織
　
女
　
和
俊�

12／29
1／10

1／11
12／19

12／21
12／21

出
生�

月
日�

と
も
や�

ゆ
う
か�

み
ず
き�

さ
お
り�

し
ゅ
う
た�

か
け
る�

1／1
1／7

1／8

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

金
　
屋
　  

冨
樫
　
常
藏
　
91
�
12／20

死
亡�

月
日�

12／29

　
（
12
月
21
日
〜
1
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

編 集 後 記 �
　高齢者福祉というと、介護保険制度をはじ
めとしたソフト施策や、ケアポート庄川のよ
うな老人保健施設が頭に浮かび、体を思うよ
うに動かせない方々ばかりに目がいきがちに
なります。身の回りのことは全部自分ででき、
自立している高齢者に対する施策は少ないよ
うな気がします。�
　健康で、はつらつと生活されている高齢者
の方々に共通していえることは、家庭や地域
でなんらかの役割があり、生きがいをもって
生活していらっしゃることです。自分の存在
感や居場所があるということは、いくつにな
ってもうれしいものです。「これは、おじい
ちゃん、おばあちゃんでないとできないから」�
そんな言葉がとても大切のような気がします。�
　元気なお年寄りの方々が活躍できる場、し
てもらえる場をもっと増やすことが、これか
らますます進んでいく高齢化社会に対応する
キーワードになるのではないかと思います。�

　
住
　
所
　
　
　
夫
婦
氏
名�

　
天
　
正
　
　
脇
　
本
　
剛
　
光�

　
高
岡
市
　
　
（
中
澤
）
美
　
穂
　�

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

　
小
牧
地
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
望
め
る
藤
橋
、
橋
の
下
は
水
が
よ
ど
ん
で
渕
と
な
り
、

四
季
の
葉
影
に
染
ま
っ
て
、
橋
の
美
し
さ
を
ひ
き
立
て
て
い
る
。�

　
こ
の
道
は
、
金
屋
ト
ン
ネ
ル
を
出
て
左
下
手
へ
入
る
利
賀
道
で
あ
る
が
、
今
は
国

道
４
７
１
号
と
呼
ん
で
い
て
、
利
賀
村
営
バ
ス
を
は
じ
め
、
車
輌
の
量
も
多
い
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
先
に
住
む
町
の
人
に
と
っ
て
も
、
か
け
が
え
の
な
い
橋
で
あ
る
。�

　
明
治
２
３
年
、
牛
岳
車
道
が
開
通
し
て
鉄
鎖
の
橋
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
数
回
の

か
け
替
え
が
あ
っ
て
、
今
日
の
よ
う
な
藤
橋
に
な
っ
た
が
、
朱
色
の
橋
台
は
水
と
緑

に
映
え
て
、
庄
川
峡
に
い
ろ
ど
り
を
添
え
て
い
る
。�

写
真
撮
影
　
山
田
　
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

（�

藤
橋
は
利
賀
へ
七
里
の
玄
関
橋
　
小
牧
付
近�
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